
大
正
同
年
六
月
ニ
ヤ
一
日
第
主
調
宙
開
催
魯
認
可

A

毎
月
一
回
一

Ha行」

蝿

開

鎗

軍

第

三

十

人

容

第

一

曲

京
都
一
帝
岡
大
皐
経
済
準
舎
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目
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4

キ
ナ
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妻
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E
γ
d
f
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言命

議

第
三
十
入
巻
第
一
競

(
通
巻
第
二
百
二
十
三
張
。
禁
捕
時
載
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山

本

美

越

乃

先

生

執

筆

者

一
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チ:

尚
書
の
虞
夏
蓄
に
見
は
れ
た
る
経
済
恩
認

酒
の
専
寅
に
就
き
て

r
l
ル
ク
ス
の
認
議
論
原
理

資我 農 植
本園業ー|主
蓄工生の
積業産 IIt
葱Zけ に け に Ji¥I
の る於る於攻
勢小水 1'1甘
異企卒 j11~
.!:業的誘
聞の分匂
定残化
資存
本・ナに垂

る閥直
一的
研分
究 1t

中
央
銀
行
先
換
準
備
検
討

貨
幣
需
要
と
貨
幣
の
流
迅
速
度

植
民
地
時
代
米
闘
の
土
地
保
有
制
度

米
園
の
封
玖
馬
投
資
と
そ
の
影
響

法
皐
博
士

法
畢
博
士

ャ
k
a
t
p

宥
A

U

'

仁

一4
J
E
下
一
一

交
感
博
士

経
済
率
土

経
済
皐
士

経
済
皐
士

経
油
開
撃
士

経
済
撃
士

経
済
事
士

経
済
撃
士

田

島

神

戸

錦

I台

E 

雄

米

間

庄

太

郎

保

J~~， 

苛

!日

八

木

芳

之

助

大

塚

柴松

岡

中堀

お:

長

国
悶

孝

児

谷

保

蔵良E 朗敬寅
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J 

Cコ
~ 

一三芸芳、プマ
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死
税
賄
以
下
の
小
制
御
所
得
者

粧
笹
山
風
干
の
基
礎
概
念
た
る
資
本
‘
企
業
及
経
替

汁足・
1ap亡
先
亡

4
l

，J一-
1
4
6広
b
e
f
A
M
V

漁
村
更
生
策
に
於
け
る
問
題

人
口
組
密
の
際
問
視

徳
川
時
代
に
沿
け
る
植
民
的
思
想

へ
l
ゲ
ル
市
民
枇
曾
論
と
経
州
車

恐
慌
と
蓄
積
と
杭
民

北
海
道
鯨
漁
業
に
現
存
の
漁
揚
賃
貸
仇
闘
係

我
閣
に
於
け
る
植
民
政
策
事
の
発
達

ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
に
就
い
て

山
本
美
越
乃
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
録

経
済
康
博
士

経
時
間
四
円
千
博
士

何川端川凡了時昨士

即
位
同
県
士

リ
払
早
博
士

経
諸
問
中
博
士

総
務
早
博
士

料
消
尽
博
士

民

l

帯、

-a-

ね
h

世

υvnヰ
」
J

料

品

開

由

早

士

農

琴写

都
川
端
山
県
士

汐

見

HE 

且E

一
明
回

小

島

昌

太

郎
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プミC
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.111 

JAS
引
h
H

n只
J

ゴロ
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:HE 
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劃

川

副

紅

ヱ

-
3

本

庄

栄

治

郎

且誼-/、

一一四九

石

川

ん、

13'. 岡
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合

持

士
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冥

助

回
一
去
日



ク
レ
ル
申
キ
ア
に
就
い
て

問
問
。

ク

レ

"7 

就

て

L 、

1レ

キ

ア

若

木

市豊

円iF

植
民
(
凸
c
F
3
)
の
語
涼
は
一
フ
一
ア
ン
詩
の
め
ら
5
5
に
脅
し
、
夏
に
そ
れ
は
器
鵬
語
の

に

測

引
J

て
考
察
せ
、
b
る
可
奇
も
の
一

d
R
4
J
 

ロラ
J
J
O

，、封一戸
A
N

で
あ
る
O

ル
町
山
水
防
14
の
晋
書
(
改
訂
州
民
政
策

m究
第
二
本
第
一
節
〉

h

k

y

ト
ヰ
一
問
、
主
と
し
て
吐
、
の
情
義
よ

P
山
段
し
て
グ
レ
L

3
リ
ヤ
ア

〉日
UCMrz

竺
一
一
ロ
は
ピ
近
世
の
移
民
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
よ
り
之
が
研
究
は
他
日
に
譲
り
、
葱
に
は
皐
に
史
的
脅
震
の
先

の
庵
史
的
研
究
を
試
み

駆
と
し
て
必
要
と
信
ず
る
若
干
の
説
明
を
な
す
に
止
め
る
e

ア
ボ
d
l
キ
7
(
A
H
R
H
A
)

古
代
希
臓
の
移
植
民
史
は
長
期
に
亙
る
中
間
休
止
期
日
い
よ
っ
て
明
か
に
二
期
に
匝
劃
せ
ら
れ
る
。
即
ち

第
一
期
は
紀
元
前
一
五
0
0
乃
至
一

0
0
0
年
、
第
二
期
は
紀
元
前
八

O
O
乃
至
五
五

O
年
で
あ
る
。
而
し
て
第

二
期
は
、
第
一
期
の
形
態
な
き
移
住
な
る
に
反
し
、
都
市
圃
家
の
新
設
活
動
と
も
講
す
可
〈
、
夫
瞳
に
於
て
商
業

植
民
の
性
質
を
有
し
て
ゐ
に
。
併
し
Z
E
Q
邑
∞
に
於
い
て
見
る
が
如
〈
突
然
に
新
都
市
(
宅
c
E
μ
)
が
建
設
せ
ら

概
念

の
上
に
設
け
ら
れ
た
も
の
、
如
〈
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に

此
の
雨
衣
の
移
住
的
の
活
動
は
‘
移
出
固
と
何
等
政
拍
的
の
連
鎖
を
有
し
な
い
猫
立
的
の
政
治
憧
h
T
創
設
す
る
も

の
で
、
此
の
種
の
活
動
を
現
代
の
植
民
及
移
民
の
匝
別
と
略
ぽ
同
一
標
準
に
よ
っ
て

U
3
F乱
と
稗
し
、
後
遁
の

れ
た
も
の
で
な
〈
て
既
存
の
大
市
場
(
開
S
宮
ユ
D
=
)

Glosz， Ancient Greece at work， 1926: p. 99・
蝶れた市民の、土地に射する欲求であった。
Hernotus n 179 (Leob classical libray， 1915) 
See， Phillison， Tlú~ internationaI law and custom of F，r.cient g!eece and Rome. 
19"， Vol. 11. p. "3・
a.7tOlX{a.=町 (away)+o問 Ld(home)にして、家郷を離品目17より 東たる。移住

位し慣習jの移住の動因は氏を

2) 
3) 

4) 



政
治
的
の
従
属
開
係
を
要
素
と
な
す

E
2
2岳町。

と
匝
別
せ
ら
れ
る
。
但
し
「
移
民
」
を
土
地
に
就
い
て
観
る
時

は
、
定
着
地
が
何
れ
色
本
国
に
劃
し
て
外
国
な
る
鮎
に
於
て
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
に
等
し
き
も
、
人
に
就
て
観
る
時
は
「
移

民
」
は
本
閣
の
園
籍
あ
り
て
定
着
地
の
闘
籍
な
く
、
此
れ
に
反
し
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
は
本
闘
の
国
籍
を
離
脱
し
て
定
着

地
の
国
籍
を
取
得
し
て
居
る
。
従
っ
て
箪
に
統
治
擢
の
可
及
地
域
ぞ
基
準
と
し
て
植
民
、
移
民
の
別
を
立
て
る
時

に
は
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
ー
ζ

「
移
民
」
と
を
全
然
同
類
に
置
〈
の
は
妥
営
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

其
の
成
立
元
来
希
臓
人
に
と
っ
て
は
移
植
民
は
甚
だ
神
事
な
事
業
と
考
へ
ら
れ
之
が
貫
行
は
ョ
一
定
の
様
式
を

以
て
行
は
れ
穴
。
即
ち
出
夜
前
先
A
V
J

ア
U

F

7

ィ
の
ア
ポ
ロ
の
紳
託
ぞ
受
け
、
母
市
よ
り
酔
鴨
許
可
読
(
日
毛
色
E
と

を
得
、
指
導
者
(
己
主
山
内
)
の
引
率
の
下
に
母
恥
の
謹
煉
よ
り
事
火
な
携
へ
て
一
閣
と
な
っ
て
赴
く
。
此
の
際
母
市

民
以
外
の
友
誼
め
る
近
隣

λ
若
干
名
が
盛
加
を
訴
さ
れ
又
母
市
は
之
に
岨
到
し
も
金
銭
的
の
援
助
を
な
し
に
。
在
は

へ
官
、
ド
ト
ス
(
〈

-
2
!日
」
に
よ
り
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
の
著
名
な
る
買
例
を
示
し
併
せ
て
其
の
中
に
ク
レ

Y
ゥ
ク
ヲ
に
移

る
可
き
幾
多
の
暗
示
を
認
め
る
る
の
で
あ
る
σ

即
ち
「
営
時
の
借
主
ピ
V

ス
ト
ラ
ト
ス
の
政
事
を
厭
ひ
、
有
力
な

る
貴
族
主
U
Y

ヌ
ア
デ
ユ
は
同
士
山
と
共
に
ア
ア
ネ
ヤ
-
去
り
、
デ
Y

ア
ィ
の
允
許
の
下
に
ト
ラ
キ
ア
の
ケ
Y
ソ
ヰ

y
ス

に
ア
ポ
イ
キ
ア
を
建
て
た
。
此
の
際
珠
ね
て
彼
地
の
領
有
を
希
望
し
て
居
っ
た
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
は
己
の
借
主
政

治
に
危
険
で
あ
る
是
等
の
有
力
人
物
の
排
斥
を
慌
ぴ
、
此
の
計
童
に
同
意
し
た
」
と
。
印
ち
彼
の
同
意
に
ア
ア
ネ
の

糧
道
問
題
を
覗
ひ
得
可
〈
且
つ
此
の
根
擦
が
既
に
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
に
闘
権
藤
張
の
一
面
ゐ
he
と
の
先
行
観
念
に
立
て

る
事
及
び
忍
企
業
た
る
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
が
主
権
者
の
保
読
の
下
に
行
は
れ
た
賠
に

E
S
F
o
-
2
5
r
=
(
E
2
0
5】
お
む
)

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
で

四
凶

地は apoikia，移住者は apoikos，移位する事は apoi1王国と云」、。(Liddeland 
Scott， Greek，-Eng1isb Lexicon; Meng4引 GriechishDeutsches Schulwor阻rbuch)
Hdt. V 42; Phil!ipson， ibid. p. u8. 
Phillipson， ibid. 11-8; Botsford， Hellenic history， 1922・p.66: ::)!;内容は、共
周囲惚たる許可、 Oikist白任命、土地及必需品目配分、母子爾市関白関係白統
和jであった。

5) 
6) 



ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四

の
蔵
一
芽
を
観
る
事
が
出
来
る
。

濁
立
せ
る
理
由

得
な
い
jr

シ

l
v
1
は
日
〈
「
圃
家
観
の
異
な
る
に
つ
れ
て
移
住
の
結
果
に
劃
す
る
概
念
も
必
然
異
な
ら
ゆ
き
る
を

得
な
い
。
岡
家
郎
都
市
と
せ
ば
都
市
外
に
出
る
事
は
圏
外
に
出
る
結
果
T

と
な
る
。
故
に
希
臓
人
の
植
民
地
に
脅
す

る
見
解
は
彼
等
に
と
り
て
は
無
理
か
ら
ぬ
次
第
で
あ
る
。
蓋
し
新
都
市
ぞ
建
設
せ
ん
と
企
て
た
る
希
蝋
人
は
唯
都

市
離
散
め
事
業
を
桁
つ
仁
の
み
で
裁
の
結
果
は
必
熱
新
聞
家
吾
作
る
事
2
む
つ
↑
ー
」
と
の
夏
仁
ア
ポ
イ
う
ヲ
の
主

7

品
サ
イ

要
な
る
一
動
因
は
営
時
の
母
市
に
於
け
る
政
治
に
封
す
る
ず
満
に
存
し
た
が
潟
、
若
し
母
市
の
統
治
樹
内
に
新
一
移

キ

ア

ア

ポ

イ

ヨ

イ

住
地
も
合
ま
れ
る
と
せ
ば
、
移
住
者
の
企
固
す
る
が
如
き
政
治
上
の
満
足
は
之
を
得
可
か
ら
ゴ
る
事
と
な
る
を
以

従
来
の
通
設
の
如
〈
希
蹴
の
地
形
及
び
希
撒
人
の
自
由
、
調
立
心
等
に
よ
っ
て
の
み
説
明
し

τア
ポ
イ
キ
ア
は
必
然
母
市
よ
り
湘
立
せ
、
さ
る
を
持
な
か
っ
亡
の
で
あ
る
。

但
し
ク
V

Y

ゥ
ケ
ヲ
色
ア
ポ
イ
ケ

ヲ
と
同
様
な
る
園
家
観
念
に
立
つ
も
後
者
の
在
的
植
民

可
ユ
〈
M
H
門
戸
内

o-Dロ
古
田
氏
。
ロ

な
る
に
反
し
前
者
は
岡
家
的
植
民

ω
g巳
r
o
-
c
E
S伸一
o
z
な
る
が
故
に
統
治
権
よ
り
の
離
脱
を
許
き
Y
h
J
し
も
の
が
め
っ
た
左
考
へ
ら
れ
る
。

調
母
市
関
係

此
の
如
く
ア
ポ
イ
キ
ア
は
母
市
左
濁
立
せ
る
も
相
互
の
闘
係
は
他
市
以
上
に
親
密
な
る
も
の
が

め
っ
た
。
又
母
市
は
能
ふ
可
〈
ん
ば
ア
ポ
イ
キ
ア
を
自
己
の
政
治
的
支
配
の
下
に
置
か
ん
と
欲
し
た
。
併
し
吾
人

の
注
意
す
可
き
は
其
の
政
治
的
関
係
に
非
し
て
寧
ろ
枇
曾
的
闘
係
及
び
之
よ
り
生
じ
た
る
結
果
で
あ
る
。
即
ち
母

見

2
4
キ
ス
ト

市
の
墓
火
及
主
神
の
携
帯
、
母
子
商
市
の
大
祭
に
営
り
特
使
及
献
上
物
の
交
換
、
指
導
者
の
滋
遁
等
の
如
〈
軍
に
母

子
雨
市
聞
の
聞
係
を
示
す
も
の
と
同
時
に
ア
ポ
イ
キ
ア
が
夏
に
自
己
の
ア
ポ
イ
キ
ア
を
建
て
ん
左
す
る
場
合
に
品

後註
クーラ Yグユ(鈴木課)、希臓羅馬.lF.論第十大草、1i1:び、日dt.L '46 
Thukydides (Leob c. l. & LangenscbCidtsche Bibli叫 hek)1 "4・

G. Gilbert， H阻 dbuchder griechicben Staatsalcrthliimer 1885. BJI S. 400. 
Oehler， " :'，poikia". (Pauly's R. E. 1 ，893) 
Bury. (A History 01 'Greece. '90z. 1 208)は、此相!:住地!I(l後年母市にとヲて)
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方
イ
キ
ス
ト

慣
習
に
従
ひ
母
市
よ
り
指
導
者
を
迎
へ
r
t
る
を
得
な
か
っ
た
事
等
の
如
き
は
之
で
あ
る
。

要
す
る
に
以
上
越
べ
た
る
が
如
〈
母
子
雨
市
聞
の
閥
係
は
枇
舎
的
及
宗
致
的
に
考
察
す
可
乞
親
子
の
闘
係
に
喰

ふ
可
〈
豆
一
口
官
。
=
に
よ
れ
ば
百
五
2
(
(
u
r
-
-
〔一5=)

R
T
Z
(
。ぉ勺
5m)・
内
=
向
。
ロ

O
一
(
《
山
市
内
巾
コ
牛
山
口
同
国

)w2-dm内
口
市
一
回

( 

"" E 
ul 

B 
(1) 
2 
、-"

等
の
語
が
植
民
地
を
意
味
し
又
母
市
を
同
う
す
る
ア
ポ
イ
キ
ア
イ
は
互
に
姉
妹
と
帯
し
た
が
、
母
子

と l南
lま市
な|笥
ら の
な政
か泊
つ的
ナこ 統
の ー
ーで は:
あ之
る29)fr
o 望

7-.が

得
-<1'"' 

ア
ポ
イ
キ
ア
は
母
市
の
楽
血
管
の
源
た
る
に
止
ま
り
政
治
権
力
の
篠
張

.圃.
匝句"

ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
(
N
L
4
2
5
Q
)

A
 

材
等
の
本
土
外
に
於
げ
る
資
源
の
確
保
と
之
が
蓮
轍
上
、
海
上
交
通
の
安
全
は
絶
封
に
必
要
で
あ
っ
た
c

き
れ
ば

ア
タ
ネ
に
左
つ
て
は
封
外
政
策
費
現
の
根
壌
と
な
る
可
き
軍
備
の
強
大
は
寸
時
も
等
閑
に
附
し
得
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
何
一
方
増
加
す
る
貧
民
に
勢
す
る
枇
曾
政
策
上
の
要
求
と
同
時
に
都
市
国
家
生
活
の
安
定
上
、
彼
等

の
排
出
を
必
要
と
し
九
。
グ
ロ

1
ト
は
云
ふ
「
人
口
綿
数
は
急
速
に
は
増
大
し
な
か
っ
た
が
貧
家
の
子
女
の
増
加

費
生
原
因

希
職
本
国
は
卒
地
に
乏
し
く
殻
物
の
大
部
の
檎
入
は
快
〈
可
ら

F
る
昧
態
に
在
り
、
又
遺
舶

は
土
地
の
細
分
を
飴
儀
な
く
せ
じ
め
遼
に
は
生
活
不
能
に
ま
で
至
っ
た
。
此
る
者
は
他
の
方
法
に
て
生
活
路
を
見

出
し
難
た
く
殊
に
奴
隷
が
富
裕
階
級
に
脅
し
勢
働
提
供
者
と
な
っ
た
が
魚
崎
労
働
は
都
市
に
過
剰
に
し
て
、
更
に
宮

者
相
互
間
の
婚
姻
、
相
績
、
遺
贈
に
よ
る
土
地
の
粂
併
に
よ
り
、
貧
民
増
加
の
重
荷
は
各
都
市
に
痛
戚
き
れ
て
屑
た
」

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
説
い
て

四
四

は脅威ト国家となて2た、主主Eべて居品。
日eeley，The expan由 onof England. 1900・p.41. 

Droysen， Geschichte des Hel1eni町 nu....878. B. nT2 S. .89・Swoboda，“Iζ0-
lonIen Gesch'ichte" (Handbuch der St叫 l"swissenschaften. 1897・zte.Sup.) . S. 

232 
otsford， A History of the ancient wOTld. 192:3' p. 106. 
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タ
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四
四

然
し
軍
に
貧
民
排
除
の
目
的
の
み
な
ら
ば
従
来
の
如
き
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
に
よ
っ
て
も
緩
和
し
得
可
き
筈
で
あ
る
が
、

市
民
の
減
少
は
後
越
の
如
〈
直
ち
に
兵
力
の
誠
惑
を
意
味
す
る
が
故
に
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
は
糧
道
及
責
柄
確
保
の
問
題

と
雨
立
せ

F
る
も
の
が
め
っ
た
。

C

而
し
て
此
慮
に
考
慮
す
可
き
は
、
ァ
・
ア
ネ
が
ア
セ
ク
ス
及
び
ブ
ロ
ン
に
よ

っ
て
過
渡
的
に
又
ク
リ
ス
ア
、
不
ス
に
よ
り
決
定
的
に
従
来
の
民
族
制
一
枇
舎
を
脱
し
て
、
土
地
財
産
及
住
所
を
基
礎

と
す
る
枇
曾
組
織
に
濯
っ
た
事
で
あ
る
。
一
-
ア
セ
ク
ス
の
改
革
は
省
略
す
。
二
ソ
廿
ン
は
自
己
所
有
の
土
地

の
肱
穫
高
ぞ
基
準
と
し
全
市
民
を
火
の
四
階
級
に
ハ
け
っ
た
。
礼
〈

y
h
F
E
ν

ォ
ー
ヂ
ム
ノ
イ
(
倒
形
物
h

い
る
と
被

瞳
た
る
と
を
問
は
宇
玉

0
0樽
以
上
を
産
出
し
得
る
階
艇
に
し
て
騎
士
と
な
り
又
執
政
官
と
な
り
得
る
者
)

b
ヒ

ツ
ペ
ク
ス
(
聞
く
一
二
O
C
乃
至
五
0
0樽
を
産
出
す
る
階
較
に
し
て
騎
士
と
な
り
中
等
職
に
就
き
得
る
者
)

C

ツエ

ギ
タ
イ
(
同
〈
二

0
0
乃
至
三
0
0樽
営
産
出
す
る
階
艇
に
し
て
重
装
歩
兵
(
出
0
1
5
と
な
ち
下
級
職
に
就
き
持

る
者
)
d
-プ
-
プ
ス
(
同
く
二

O
O樽
以
下
又
は
土
地
を
有
せ

F
る
階
級
に
し
て
軽
装
兵
と
な
ち
官
職
に
は
就
き
得

y

る
者
)
此
く
し
て
全
市
民
を
包
括
す
る
所
の
四
階
経
は
軍
隊
組
織
の
新
な
る
基
礎
と
な
り
、
階
扱
毎
に
服
す
可
き

軍
務
に
判
然
た
る
差
等
が
置
か
れ
た
。
従
っ
て
兵
役
が
市
民
樺
と
不
可
分
で
め
っ
た
営
時
に
於
て
は
、
兵
力
の
増

大
は
市
民
敷
の
増
加
に
よ
る
か
又
は
兵
質
の
向
上
に
依
ら
グ
る
を
得
な
か
っ
た
。
故
に
市
民
の
自
然
増
加
を
待
つ

以
外
に
は
後
者
が
積
極
的
に
考
慮
さ
れ
て
来
た
。
然
る
に
之
は
市
民
の
所
有
地
の
増
加
に
依
つ
て
の
み
蓮
し
得
可

き
が
故
山
、
例
へ
ば
営
時
最
も
重
要
繭
せ
ら
れ
に
重
装
歩
兵
の
増
大
を
計
ら
ん
と
せ
ば
、
グ
エ
ギ
タ
イ
の
増
大
を

計
ら

F
る
可
か
ら
ま
る
が
故
に
ア
ア
ス
は
此
慮
に
最
少
二

C
O樽
を
産
出
す
る
土
地
を
所
有
す
る
事
を
必
要
と
す

Hicks and HiII， Greek historical inscriptions. '901. 1'. 69 
Thuk. 1 2< 
Busolt， DIe Griechischen Saats山 1dRecbtsa1tertbUmer. (Ivan Muller1s， l-Ian-
dbuch der K1assischen AlteTthu皿swissenschaft.189"'. ]3. lV..J S. 87. Oebler. 
a. a. O. S 2826. 
Phillipson. ibid.P. II8. 119・

'S.J 
16.J 
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る
に
至
り
に
。
三

デ

l
ム

ヂ

!

ム

町
の
一
員
と
し
て
町
内
に
於
て
投
票
権
を
有
し
又
課
税
さ
れ
且
つ
兵
役
に
服
し
た
。

以
上
の
如
く
一
部
市
民
の
圃
外
排
出
を
要
し
つ
h

同
時
に
軍
力
の
維
持
向
上
を
必
要
と
包
た
営
時
に
於
て
、
市

民
郎
兵
士
に
し
て
其
の
軍
事
服
務
は
自
己
の
士
地
財
産
に
よ
っ
て
匝
別
せ
ら
れ
又
市
民
は
町
内
り
籍
を
脱
す
る
時
は

ク
y
ス
ア
キ
ス
は
ア
ア
チ
カ
ヤ
』
百
四
百
r
y
F
)
及
び
町

(
0
2
M
m
)

に
分
っ
た
。
以
後
は
市
民
は

其
の
法
的
人
格
よ
り
離
る
〉
事
と
な
る
が
故
に
、
之
を
調
和
せ
ん
と
し
て
、
本
来
の
市
民
権
を
離
脱
せ
る
移
出
民

な
る
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
の
他
に
市
民
権
な
保
持
せ
る
植
民
印
ち
ク

v
y
ゥ
ケ
ヲ
な
る
も
の
が
後
生
し
た
様
ド
考
へ
る
。

語
義
及
鷹
念

7

語
源
ι
N
L
4
3
u
N
h
c
H
H
L
ミ
E
(
}
C円
)

+

山

H
E
(
S
E
5
)
に
し
て
、
楠
鍛
に
よ
っ
て
分
配
き
れ
し

土
地
(
同

rs凹
)
ぞ
持
つ
事
ぞ
云
ひ
、
配
営
の
単
位

'
e
E
2
2
(名
、
受
配
者
4C

出
2
0ロ

円
円

MGM
〈
コ
一
)
と
珊
し
に
の

(
(
註
)
在
有
地

E
2
2
を
有
す
る
単
純
な
る
市
民
は
町
0
5ど
に
し
て

イ
は
植
民
者
た
る
一
面
を
快
き
得
宇
。

)
E
2
2
n
r
u
(一
)
正
一
五
ふ
場
合
は
ア
ア
ネ
、

ダ

1
大
王
及
彼
に
績
く
諸
王
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
完
全
な
る
市
民
権
を
保
有
せ
る
市
民
の
移
住
に
よ
っ
て
成
立

同
一
m
B
z
n
r
c
-
L
」
は
輔
さ
中
。

ク
レ

Y
ウ

コ

マ
ケ

y
-一
ヤ
の
ア
レ
キ
サ

ν

し
た
植
民
地
念
講
ひ
、
主
に
踊
麗
地
の
確
保
、
貧
民
給
奥
等
の
目
的
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
其
の
性
質
の
相
似
た
る
所

か
ら
プ
Y
タ

1
ク
が

g
-
s
u
n
-
吾
E
H
S
B
2
2
=
ヨ

耕
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
。
又
逆
に
ポ

y
ピ
ク
ス
(
同
盟

に
喰
へ
て
以
来
、
庚
く
羅
馬
人
の
植
民
地
な
る
語
左
同
一

園
ち
)
は
羅
馬
の
植
民
者
を
ク
V

Y

ゥ

コ
イ
と
帯
し
た
。

要
す
る
に
ク
レ

Y

ゥ
ケ
ヲ
は
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
と
は
全
く
別
箇
の
本
質
含
有
し
、
後
者
が
母
市
の
統
治
権
よ
り
離
脱
す

る
外
的
後
展
な
る
に
反
し
前
者
は
縄
封
に
母
市
の
主
権
の
下
に
包
括
さ
る

h

事
を
健
件
'
と
す
る
植
民
活
動
で
あ

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四
五

Apoil<iaの地名、設立年代 Oikist及、文献は、 Oehler(a. a. O. S. 2827-
35)を見られたし。
lleloch~ -Bevol1..eγullg der griechisch-röm:i scl~_él[) ¥!¥Te]t. 1886 S. 30. Roeckh~ 
Die Staat.shaushaltllng der-Athener. 1886. B. 1・997107. Grote， Hi.'Hory of 
Greece. 1869. Vol 27・]:iasebroek，Staat llnd ]ヨandeIin .:tlten Griechischenlano. 
1928. S. II6. Stchul.thes，“ Kleruch.i，ヲ"(Paul.y" R. E. XI '92'). S. 8[5， 
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ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四
六

る
の
で
あ
る
。

期
間

在
は
ピ
ジ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
ア
ア
ネ
の
食
糧
問
題
の
見
地
よ
り
、

ミ
w
y
-
プ
ア
デ
ス
の
ト
ラ
キ
ア
の
ク
u
w
y

キ
ソ
ス
に
於
け
る
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
に
賛
成
せ
る
枯
に
既
に
ク

v
y
ゥ
ケ
ヲ
の
蔚
芽
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
併
し
其

一
紀
元
前
五
七

O
乃
至
五
六
の
一
年
代
に
サ
ラ
ミ
ス
に

の
厳
密
な
あ
後
生
の
時
期
に
就
て
は
次
の

A

一
説
炉
あ
る
。

最
初
の
グ
v
u
y

ゥ
キ
ア
が
め
っ
た
と
す
る
説

紀
元
前
五

O
八
年
に
オ
イ
ポ
エ
ア
じ
始
め
て
起
っ
た

2
す
る

今
前
者
の
根
擦
と
な
っ
て
居
る
プ

Y
タ
1
グ
(
出
O

一3

5戸
只
)
を
見
る
に
ヲ
タ
ミ
ユ
仁
就
い
で
、
土
地
配

分
の
事
に
闘
し
て
は
何
等
の
記
載
な
〈
軍
に
領
有
の
事
買
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
之
に
反
し
1
A
h
y

及
ヲ
エ
U
F

月一隅

設氏
は
、

ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
は
オ
イ
ポ
エ
ヤ
に
植
民
し
に
と
云
ふ
記
載
め
る
第
五
忽
七
七
節
に
始
め
て
ク

v
y
ゥ
二コE

ス

な
る
語
が
現
は
れ
る
事
に
譲
っ
て
第
二
設
を
採
っ
て
居
る
。
試
み
に
ペ
ヅ
グ
、
グ
ロ

1
ト、

が
ク
v
u
F

ゥ
キ
ア
と
し
て
掲
げ
た
る
地
域
に
就
き
是
等
の
諸
家
の
典
捺
・
と
し
た
へ
ロ
ド
ト
ス
、
ヅ
キ
ジ
デ
ス
、
プ

盟

問

1

Y

タ
1
グ
等
守
克
る
に
、
グ

V

Y

ゥ
ケ
ヲ
な
る
語
の
遁
用
あ
る
若
干
の
他
は
、
車
仁
占
領
す
る
と
か
、
町
有
す
る

と
か
、
或
ひ
は
守
備
兵
を
置
く
と
か
の
語
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
み
か
反
封
に
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
な
る
語
を
さ
へ
一
屡
々

礎
見
す
る
。
又
抽
識
に
よ
っ
て
土
地
を
分
配
し
た
事
は
古
は
ホ

1
マ
1
に
も
見
へ
、
ス
バ
U
Y

タ
に
於
て
も
此
る
事

は
惇
へ
て
居
る
。
棄
に
適
切
に
は
到
・
ハ
ユ
タ
が
紀
元
前
八
世

マ
イ
エ

F
等
の
諸
家

の
行
は
れ
た
の
を
プ

Y
タ
1
グ

(
〉
聞
広
〈
・
〈

E)

紀
末
に
メ
ツ
セ
エ
ヤ
を
征
服
し
七
時
其
の
新
獲
得
地
を
市
民
に
卒
等
に
分
配
し
た
事
が
知
ら
れ
て
居
る
。

従
っ
て

《
ヲ
及
九
エ

Y

ス
雨
氏
の
如
〈
輩
に
言
語
の
問
題
を
の
み
根
捺
左
し
て
は
ク

v
y
ク
キ
ア
の
後
生
期
を
決
定
し
得

PlutaTch.. Solon. 2_4. (Leob. c. 1.) 
Grote. ibid. IV 98. 
モンず y 、(高畑詩〕古侭社舎、上巻八章より十章、':~ ::/ゲルス〈西欝)家族、
忍有財産及画家の起源、第四及五章。参照されたL-o

アリ旦トテレス(原詩}、アテナイ人の圃家、第七i章、 PluLSolon 18. 
Hot.ford. Hellenic H.. p. 101>. 
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余
し
て
二
般
情
勢
と
の
闘
志
に
於
て
考
察
5
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
花
は
同
〈
グ

y
ス
-7
、
不
ス
に
よ
っ
て
企
て
ら

れ
た
る
紀
元
前
五

O
九
年
の
改
革
k
紀
元
前
五

O
八
年
の
オ
イ
ポ
エ
ア
に
於
け
る
ク
レ

Y
ゥ
ケ
ヲ
と
に
不
可
分
的

の
閥
係
を
認
め
て
第
二
設
を
と
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
突
に
戸
ロ

1
ト
の
一
五
ふ
如
〈
ア
フ
ネ
は
此
の
成
功
に

鑑
み
自
己
の
枇
曾
的
重
荷
を
戚
や
る
毎
に
グ
レ
U
F

ゥ
ク
ヲ
を
試
み
特
に
ベ
リ
ノ
ク
V

ス
は
是
を
以
て
帝
国
の
主
要
な

る
支
柱
と
な
し
遂
に
は
同
盟
各
市
を
下
し
て
植
民
地
と
し
た
る
事
は
後
表
に
よ
っ
て
明
で
め
る
。
元
京
市
デ
ロ
ス
同

ア
ア
ヰ
は
其
の
軍
事
方

盟
は
波
斯
の
侵
入
に
封
抗
す
可
く
て
ア
ヰ
を
首
領
と
し
て
組
織
き
れ
た
色
の
で
あ
る
が
、

面
を
殆
ど
濁
占
し
献
金
(
E
C
8』
)
を
管
理
し
、
波
新
の
麿
退
去
っ
て
後
色
向
ほ
此
れ
等
の
賀
袋
を
享
有
ぜ
ん
事
仁
務

め
た
る
焼
、
解
鰹
せ
ら
る
可
ヌ
一
運
命
に
池
っ
た

d

此
蕗
に
於
て
て
才
不
は
同
盟
各
市
に
封
し
て
分
離
を
詐
す
か
或

又
識
々
拙
阿
な
る
統
一
裁
を

t
ぁ
一
刊
き
か
何
れ
か
を
選
ま
ね
ば
な
ら
ね
事
ど
な
っ
た
。
而
し
て
後
者
を
と
っ
た
ア

テ
ネ
は
各
市
を
し
て
麗
領
の
地
位
に
下
し
植
民
者
を
置
き
自
己
の
政
韓
た
る
民
主
制
を
彼
等
仁
強
要
し
遼
に
は
同

盟
の
金
庫
を
自
市
に
移
し
て
帝
国
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
ア
ア
ネ
人
の
大
部
分
が
軍
務
合
厭
は
や
又
大

な
る
自
己
の
負
携
を
要
し
な
か
っ
た
聞
は
膨
脹
政
策
を
行
っ
た
が
、
蓄
積
し
た
同
盟
の
財
賓
が
壷
き
植
民
に
開

す
る
費
用
も
在
財
の
負
握
と
な
る
に
及
び
業
の
設
定
は
衰
退
す
る
に
至
っ
た
。
此
る
傾
向
に
加
へ
て
ペ
ロ
ポ
ネ
ス

ス
戦
争
の
舵
戦
傑
約
(
色
串
戸
内
)
は
ア
ア
ネ
を
し
て
す
一
フ
ミ
ス
以
外
の
一
切
の
外
地
領
土
砂
放
棄
せ
し
め
た
る
が

ク
V

ル
ウ
ケ
ヲ

錦
、
植
民
は
一
時
停
止
せ
ら
る
冶
事
と
な
っ
た
。
然
る
に
ア
ア
ヰ
の
再
興
は
レ
ム
ノ
ス
、
イ
ン
プ
ロ
ス
、
ス
キ

ク
レ
山
内
ソ
キ
ア
イ

ロ
ス
の
三
島
を
し
て
再
び
植
民
地
た
ら
し
め
た
が
業
後
ア

4

プ
不
を
盟
主
と
す
る
第
二
回
海
上
同
盟
俸
約
。
ゴ
ロ
・

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四
七

Glotz. ibid. P・I6g: 480B.C には fP足立高中、 Thetesは二高で、 431R. 
C には、市民四高中、ニ蔦な Pき。 是は五十年間に Hippeus及、 Zengitae
が倍加せるも'l'hetesv厳は不動なるを示し、従つで The岡田上級階級~
白昇進白甚大なるものあるを視はずJ調家はJlI，傾向を助成して、 2伺 drachm田

のi投入ある土地を Klerouchoi陀輿目て Hoplitーとなした。
l{leroucheo に型せする諸家の読を掲「れl:f突の如し、 Ackerlos verteilungen 

6) 

7) 



タ
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

ク
v
m
m
ウ
キ
ア

に
於
て
植
民
地
の
設
定
は
禁
じ
ら
れ
た
る
が
故
に
、
法
規
上
に
於
て
は
其
の
最
終
期
を
紀
元
前
三
七
七
年
と

ク
レ

W
ウ

ケ

ヲ

凹

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
都
市
国
家

(F-2)
ア
ア
不
の
植
民
の
衰
退
に
蛍
た
り
、
世
界
主
義
者
(
円
2
5
8
c
-
E
E
)

M

h

n

レ
ル
ウ
キ
ア

ア
V

キ
サ
ン
ダ

I
及
彼
に
績
〈
諸
王
の
植
民
的
活
動
は
希
臓
及
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
の
退
役
兵
を
中
心
と
す
る
植
民
地
の

建
設
に
よ
っ
て
始
め
C
、
守
備
兵
に
よ
る
帝
闘
の
保
全
、
治
安
維
持
に
よ
る
産
業
の
促
準
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
東
方

文
化
と
の
融
和
の
大
目
的
に
野
し
て
一
歩
伝
準
め
る
事
と
な
っ
七
。
然
る
に
業
後
羅
馬
の
宇
内
統
一
の
事
業
は
植

民
地
は
固
よ
り
其
の
母
市
(
冨
2
3匂

or)
き
へ
も
全
〈
之
を
併
肴
す
る

ι五
つ
仁
。
よ
っ
て
略
ぽ
植
民
地

μ白
意
味

ク

V

ル

ウ

ケ

ヲ

す
る
グ

V

Y
ゥ
キ
ア
な
る
希
臓
語
は
紀
元
前
五

O
八
年
頃
ア

4

プ
ネ
に
於
て
費
生
し
併
し
て
此
の
植
民
的
活
動
は
約

四
四
八

(i 
) 一

世
紀
宇
の
開
業
の
覇
権
中
主
と
し
て
デ
l
グ
海
及
ト
ラ
キ
ア
方
面
に
行
は
れ
択
で
起
り
し
マ
ケ
ド
ユ
ヤ
の
ア
V

キ
サ
ン
ダ

1
及
其
後
の
諸
王
の
植
民
は
第
二
期
を
劃
す
る
も
の
正
一
再
ふ
を
特
可
〈
、
然
か
も
ま
活
動
は
羅
馬
の

覇
権
に
よ
っ
て
終
を
告
げ
、
其
後
の
植
民
的
活
動
は
希
臓
語
の
死
と
共
に
殆
ど
同
一
の
内
容
を
有
す
る
コ
ロ
-
一
ア

な
る
-
プ
ア
ン
語
に
よ
っ
て
代
位
せ
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
事
が
正
し
い
様
に
思
は
れ
る
。

其
成
立
航
態
一
植
民
本
各
自
の
出
自
由
意
志
に
よ
っ
て
植
民
事
七
ら
ん
事
を
願
出
で
た
る
市
民
は
、
園
家

制

オ

イ

キ

ス

ト

ク

レ

mw
ウ
キ
ア

F
M

よ
り
武
器
及
族
費
を
支
給
せ
ら
れ
指
導
者
の
引
率
の
下
に
其
の
任
地
七
る
植
民
地
に
赴
き
土
地
法
委
員
(
の
2
2
0
'

sa)の
監
督
の
下
に
抽
識
に
よ
っ
て
土
地
の
平
等
分
配
を
受
げ
に
。
但
し
母
市
の
が
蝿
の
敷
は
減
じ
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
又
富
者
と
雄
も
回
よ
り
植
民
者
た
り
得
七
が
、
賓
際
に
於
て
は
其
の
本
来
の
目
的
よ
り
主
と
し
て

ク

ν
ル

ウ

胃

ス

ツ

ヱ

ギ

タ

ヰ

テ

貧
民
を
採
用
す
る
方
針
を
採
っ
た
。
例
へ
ば
，
プ
V

ア
に
於
て
は
植
民
者
は
農
民
及
無
産
者
に
限
ら
れ
に
。
二
都

(Langenscheidt)， Burgerkolonisalion (Buso!t). eine liurg in Ausland (Holm)， 
Eroberungslωlonien (日chulthes)，Militarkolonis山 )n(Hasebroek， Swoboda)， 
St aatkolonisation (Meyt's L口 ikoin) a rletatcbed-por1tion of AthenIan State 
(Cambrirl邑eAncient History Vol. V.) an outlying fragment of the mother-
Stale. (Philllpon) olltlying Athenian citiz町田 (Grote)
Plnt. Flaminium' n. (Leob c. 1.) 8) 



hn-A
ル

ウ

ケ

ヲ

ク

L

L

W

ウ
み
ヲ

」ア
U
F

フ
イ
の
允
許
の
下
に
植
民
す
る
様
式
は
ア
ポ
イ
ケ
ヲ
に
似
た
る
も
植
民
の
権
利
は
ア
ポ
イ
ケ
ア

と
異
な
っ
て
「
従
来
よ
り
征
服
樺
の
一
種
と
看
倣
さ
れ
被
征
服
者
の
所
有
地
を
波
放
し
て
之
を
分
配
し
た
も
の
で

へ

ν
ネ

ス

へ

ν
ネ

ス

あ
っ
て
希
蹴
人
が
自
国
人
に
封
し
て
此
の
樺
刺
を
行
使
し
た
事
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
恰
も
奴
隷
に
ら
ん
が
潟
に
産

民2
1也±

れ
た
る
が
却
き
醤
人
等
は
業
征
服
樫
に
服
従
せ

5
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
ペ
ツ
ク

3
8
0
)
が
述
べ
て
居
る
炉
、

此
の
時
代
よ
り
植
民
的
活
動
に
は
避
け
難
き
、
劣
等
の
文
化
は
高
等
の
文
化
の
嬬
に
駆
逐
せ
ら
る
b

現
象
が
見
へ

、J〆
澗

ク

レ

ル

ウ

キ

ア

て
居
る
。
何
例
へ
ば
キ
毛
ン
に
よ
る
エ
イ
オ
ン
の
植
民
地
は
波
斯
軍
・
を
撃
退
し
て
後
、
原
住
民
を
奴
隷
、
と
し
て

ク

ν
ル
ウ
ノ
キ
ー
ア

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
ス
キ
ロ
ス
に
於
て
も
原
住
民
営
奴
隷
と
し
て
式
mw
土
に
柏
民
地
が
設
定
せ
ら
れ
た
も

の
で
め
っ

h
o
此
か
る
原
住
民
の
ぞ
一
部
的
追
放
は
、

v
ム
ノ
丸
、

イ
ム
プ
ロ
ス
、

日
市
-
ア
グ
品
ァ
、

ピ
ス
一
ア
ア
ー
ァ
、

ス
イ
ギ
」
ノ
及

J
叩

J

U

λ

等
ト
析
は
わ
又
ス
キ
オ

1
ヰ
及
メ
甘
ス
に
て
は
ニ
キ
ア
ス
の
指
揮
の
下
に
全
島
の
成
年
男
子

ーー

は
殺
5
れ
女
及
小
供
は
奴
隷
と
さ
れ
た
。
乙
又
ナ
ク
ソ
ス
を
ト

Y
ミ
デ
ス
が
市
民
五

O
O人
を
以
て
、
ァ
ン
ず

タ
レ
ル
ウ
ケ
ヲ

/
t
、

ロ
ス
を
二
五

O
人
を
以
て
植
民
せ
る
等
は
甲
の
如
き
と
異
な
り
植
民
者
の
教
は
新
世
曾
鮮
の
比
較
的
小
部
分
に

ク
レ
ル
ワ
コ
イ

止
ま
り
レ
ス
ポ
ス
に
於
て
は
原
住
民
た
る
土
地
の
奮
主
は
新
地
主
た
る
植
民
者
に
調
し
一
匿
に
付
一
一
ミ
ナ

(
七
暢

一
六
志
)
を
出
し
て
小
作
人
'
と
し
て
留
っ
た
。
併
し
後
に
通
ぶ
る
が
如
き
原
因
よ
り
守
備
兵
と
し
て
蔑
留
し
に
一

ク

ν
ル
ウ
キ
ア

部
の
者
ぞ
除
く
他
は
母
国
に
踊
っ
て
不
在
地
主
と
な
つ
に
つ
此
の
種
の
植
民
地
は
濁
り
V

ス
ポ
ス
の
み
に
限
ら
?
、

タ

ν
b
ウ

ケ

ヲ

ク

ν
山
ウ
コ
イ

例
へ
ば
カ
U
Y

キ
ス
及
エ

V

ト
リ
ノ
ヤ
は
ベ
リ
ク
V

ス
に
よ
り
て
植
民
き
れ
し
・
6
植
民
者
は
自
己
の
分
配
を
受
け
た

る
土
地
に
在
っ
て
耕
作
に
従
事
せ
子
、
原
住
民
を
し
て
永
小
作
を
な
き
し
め
只
守
備
兵
と
し
て
若
干
人
が
残
留
し

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
四
九

Z. B. Busolt， a. a. O. S. 86. Gi lbert， ll. L 506. Swoboda. a. a. O. S. 539・

Thumser. (Hcrrman's Lehrouch der GT:it:cb，bc:llen Antiquilaten" 1892. n. I2) s. 
435. 
Z. B. Boecl，h. a. a. O. S. 50!， Cambr.idge， A. H. IV. 161; Grote. ibid. IV. 
P・98. Liddel and Scott， tbid. 
How and ¥rVells， A Commentnry on Iic;:rdotu:;， 191:2:. Vol. 11. 42 . 

• 

9) 

10) 

)
 

E
 

E
 



グ
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
五

O

フ
オ
1
ロ
イ

牝
の
み
で
あ
っ
た
0

(

註
)
乙
に
於
い
て
は
従
来
献
金
負
携
の
義
務
が
め
っ
た
原
住
民
の
士
地
が
、
ア
-
プ
、
斗
市
民
化

ク

ν山

W

ウ
ヨ
イ

る
の
故
を
以
て
営
然
其
の
義
務
を
免
れ
て
居
る
所
の
植
民
者
の
所
有
地
に
鍵
じ
た
る
事
及
び
耕
地
引
渡
に
就
て
原

7
オ
1
1
ロ
イ

住
民
に
劃
す
る
耕
慣
の
必
要
あ
り
し
事
の
瀦
に
、
ア
戸
プ
ヰ
が
同
盟
諸
市
よ
h
，
従
来
牧
め
て
居
仁
献
金
は
減
少
を
見

る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
プ
ン
ド
ロ
ス
に
於
て
は
紀
元
前
四
五

0
年
代
に
は
十
ニ
タ
レ
ト
で
あ
っ
た
が
紀
元
前
四
四

ク
レ
ル
カ
キ
ア

九
年
代
に
は
六
タ
レ
ト
に
減
少
し
わ
人
。
従
っ
て
組
民
地
設
定
の
年
代
は
是
等
の
献
金
表
仁
よ
り
て
ち
知
る
事
が
出

来
る
。分

類
斯
か
る
成
立
上
の
二
様
式
は
必
然
植
民
地
に
就
て
突
の
二
種
の
別
あ
る
を
珠
想
せ
し
め
る
。

一
甲
に
於
て
は
耕
作
を
潟
さ
し
か
可
き
原
住
民
な
き
が
故
に
植
民
者
自
ら
定
住
耕
作
す
る
を
要
し
(
即
ち
在
住
制

ク
ν
y
ゥ
キ
ア
)
二
乙
に
於
て
は
之
に
反
し
て
原
住
民
の
大
部
分
は
向
ほ
穫
存
し
、
従
っ
て
耕
作
を
潟
き
し
な

る
に
不
便
が
な
か
っ
た
事
及
び
時
の
経
過
す
る
に
従
ひ
政
治
的
並
に
枇
曾
的
地
位
の
差
別
が
土
地
の
所
有
よ
り
受

〈
る
所
の
牧
入
如
何
よ
り
は
、
組
肱
入
の
貨
幣
換
算
額
に
よ
っ
て
定
ま
る
事
L
し
な
っ
た
が
錦
、
都
民
恥
は
地
代
を

牧
め
さ
へ
す
れ
ば
以
上
の
目
的
を
達
し
得
可
き
を
以
て
、
国
家
の
要
求
す
る
守
備
兵
の
員
教
を
減
少
せ
ま
る
程
度

印
ち

に
於
て
母
市
に
蹄
り
彼
等
の
欲
す
る
生
活
を
選
る
事
を
得
た
(
部
ち
不
在
制
ク

v
y
ゥ
キ
ア
)

内
容
一
封
母
市
開
係
植
民
者
は
母
市
の
市
民
た
る
と
同
時
に
植
民
者
亡
る
資
格
を
有
す
あ
者
で
あ
る
が

に
其
特
質
を
考
ふ
る
に
営
つ
て
は
衣
の
鞘
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
的
在
住
制
ク
V

Y

ゥ

キ

ア

帥

ク

レ

ル

ウ

キ

ア

措

イ

キ

ス

ト

4

此
の
種
の
植
民
地
は
植
民
地
総
督
正
し
て
営
初
は
植
民
指
導
者
後
に
は
ヱ
ピ
メ

Y
タ
イ
を
有
し
、

調
立
性

母
市 其

日司t.v 77， VI 100; Thllk 111 50;， Plut. l)ericl問、1.
Thuk， 1. [14， III， 34. V 32 14) Hdt. VI 140. 
Thuk. 1 "3. "5 16) Thllk. II "7・70，1¥7 102， "v 11[6， VIII 69・
Homer. IIIia，. XV 498 (Leo1>. c. L) 18) ，:;，101，. id.id. 87・
Grute， ibirl. lV 98 20) Thuk. J. 96， 97・ 21) Th此J.98 
アリストテレス、(原詩)23章
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13) 
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議

:ム

必

に
則
つ
む
一
個
有
の
自
治
韓
を
構
成
じ
て
其
内
政
を
掌
ら
し
め
又

V
市
涙
遣
の
司
令
官
は
舟
市
左
異
な
る
佃
有
寧
を

形
成
し
且
つ
ゲ
事
件
に
闘
し
て
は
自
治
関
自
ら
裁
判
権
含
有
し
て
居
っ
た
c

元
来
ク
レ
u
y

ゥ
キ
ア
は
濁
立
の
政
治

瞳
を
成
す
所
の
ア
ポ
イ
キ
ア
と
異
な
れ
る
も
の
で
ゐ
り
な
が
ら
併
も
向
ほ
斯
か
る
佃
有
の
自
治
瞳
を
構
成
せ
ゴ
る

ee得
r
u
h
し
以
所
の
色
の
は
、
蓋
し
在
住
制
ク
V

Y
ゥ
キ
ア
一
炉
、
殆
ド
と
移
住
母
国
人
に
よ
っ
て
成
れ
る
が
故
川
ア
ポ

ヂ

イ
キ
ア
の
特
質
を
甚
だ
強
く
惇
へ
て
居
る
震
と
考
へ
ら
れ
る
。
夫
故
に
彼
等
は
ア
ア
ヰ
人
で
あ
り
な
が
ら
ヒ
ス
ア

カ

Y
キ
一
人
人
口
同
財
界
一
仏
一
戸

V

ム
ノ
ス
入
門
3
5
5『
腔
一
す
と
輔
さ
れ
に
。
品
川

其
従
属
性

ア

エ

ア

人

E
a山
内
「

然
る
日
従
属
政
府
は
H.
取
商
政
府
よ
り
許
容
せ
ら
れ
た
る
限
度
に
於
の
て
み
、
問
綱
領
の
内
政
に
闘
し
と
湖
立
的
の
樺

能
を
有
す
る
が
故
に
‘
最
高
政
府
の
企
闘
す
る
植
民

2
2ぇ
r
c
F
E
E
Z
D
)
の
目
的
よ
り
離
股
し
符
な
い
。
従
っ

て
母
市
の
必
要
あ
る
場
合
に
は
個
有
軍
と
雄
も
踊
還
し
、
又
同
一
法
制
の
ぎ
及
を
強
要
せ
ら
れ
、
掛
崎
貨
権
の
却
き

も
イ
ム
プ
ロ
ス
以
外
に
は
之
を
禁
止
し
、
制
寸
帝
京
な
る
裁
判
事
件
は
ア
ア
ネ
本
闘
の
裁
判
所
に
移
さ
れ
又
本
圃
に
罰

し
て
は
納
税
の
義
務
を
負
は
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
O
B
不
在
制
ク

V

Y
ゥ
キ
ア
植
民
者
の
大
部
分
は
不
在
地

主
と
し
て
母
市
に
在

h
、
蔑
留
せ
る
少
数
の
者
は
、
墜
に
守
備
兵
た
る
仁
止
ま
り
自
治
贈
を
構
成
し
な
い
。
而
し

て
在
来
の
原
住
者
の
構
成
せ
る
最
高
政
府
は
ァ
ァ
、
不
の
強
制
の
下
に
民
主
的
な
る
従
属
政
府
に
下
り
、
ァ
ォ
ー
は

是
等
の
地
方
に
ど
ピ
ス
コ
ポ
イ
及
ヱ
ピ
メ
Y

タ
イ
を
涙
遺
し
て
其
の
質
権
宇
佐
掌
握
し
た
。
但
し
斯
か
る
場
合
に
残

留
せ
る
肱
郎
新
は
此
の
従
属
政
府
の
支
配
の
下
に
は
服
せ
や
し
て
直
接
に
ア
ア
不
の
最
高
政
府
の
支
配
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

c
夫
ぎ
に
希
鵬
の
移
植
民
の
特
質
と
し
て
注
意
す
可
き
は
母
子
爾
市
聞
に
於
げ
る
宗
激
的
従
属
閥

ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
互王

EU501t， Griech目cheG田 chicktebis zur Schlaeht bei Chairoueia. 1893-B. III{ 
S. '96. 
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ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

四
五

係
に
闘
す
る
事
で
あ
る
吋
例
へ
ば
母
市
の
主
紳
の
移
祭
及
オ
リ
ム
ピ
ア
祭
の
参
加
等
は
、
単
に
母
市
の
文
化
の
偉
搭

の
見
地
の
み
よ
り
之
佐
観
察
す
可
き
に
非
し
て
寧
ろ
宗
散
的
の
従
属
聞
係
が
政
治
的
の
従
属
聞
係
を
生
ぜ
し
む
る

に
至
っ
た
と
解
す
可
き
で
あ
る
。

就
中

J

プ
Y

フ
ィ
の
宣
託
を
必
要
と
す
る
が
如
、
き
は
其
の
尤
た
る
も
の
で
あ
ら
う

J

卸
ち
宗
敢
上
の
慣
行
手
績
と
見
ら
る
可
き
デ
Y

フ
ィ
の
宣
託
は
、
他
の
希
職
同
家
じ
封
し
近
か
き
鼎
来
い
い
自
己
の

日
川

移
住
地
を
設
定
せ
ん
と
す
る
意
志
伝
表
明
し
に
る
一
種
の
排
他
的
の
宣
言
及
び
其
の
保
護
の
確
認
と
考
へ
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
換
一
一
一
一
日
A
I

ぱ
忠
世
の
所
謂
‘
穣
の
勢
力
範
閣
の
設
定
1
一
色
見
ら
る
可
マ
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
英
宣
託

ヘ
ラ
ス

を
信
奉
し
た
会
希
臓
は
某
市
の
移
住
地
の
設
置
計
葺
に
し
て
一
旦
允
許
せ
ら
れ
た
る
以
上
は
、
同
一
地
域
に
封
し

て
同
一
計
査
を
企
て
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
封
原
住
民
関
係
元
来
此
種
の
植
民
地
の
費

生
は
征
服
に
原
悶
せ
る
が
故
に
、
全
く
ア
一
プ
斗
の
一
方
的
支
配
躍
の
下
に
置
か
れ
、
士
地
は
凡
て
投
牧
せ
ら
れ
、
原

住
民
は
殺
載
又
は
追
放
せ
ら
る
h

に
あ
ら
十
ん
ぱ
奴
隷
と
し
て
使
役
せ
ら
れ
(
尤
も
貯
放
金
を
納
め
に
る
者
ば
自

其
の
多
は
僅
か
に
永
小
作
人
の
地
位
を
認
め
ら
れ
七
る
に
過
ぎ
ぎ
る
事
は
既
に
述
べ
た
る
所
の
如

h
v
ν

ル
ウ
コ
イ

く
で
め
る
。
故
に
植
民
者
は
原
住
民
よ
り
嫌
忌
さ
れ
た
の
が
常
で
あ
っ
て
、
ベ
リ
ノ
ク
レ
ス
の
ケ

u
y
y
ネ
Y

ス
に
於

帥

ク

ν
u
w
ウ
ヨ
イ

げ
る
が
如
〈
に
歌
迎
せ
ら
れ
た
る
事
は
例
外
で
あ
っ
た
。
倫
植
民
者
は
原
住
者
間
の
裁
判
事
件
に
閲
し
て
は
初
審

、
〉
'
ク

ν
ル

ウ

キ

ア

、

，

〆

権
を
有
し
て
居
つ
亡
。
三
植
民
地
白
健
の
内
部
開
係

A

市
民
権
。
へ
ヅ
ク

(
H
8
3
に
上
れ
ば
「
ア
-
ア
ネ
.

r

，‘、

ク

ν山

w
ウ

-
J
A

市
民
が
植
民
者
L
」
な
る
が
震
に
母
国
の
市
民
権
を
失
は

F
る
を
得
F
る
事
と
な
る
時
は
、
其
の
分
配
を
受
け
↑
い
る

由
を
許
さ
る
)

土
地
が
戦
守
又
は
傑
約
の
結
果
と
し
て
、
再
び
奮
権
利
者
の
手
に
鯖
す
る
が
如
き
事
あ
ら
ば
、
官
に
全
財
産
を
失
ふ

B 'ly. ibid. 1I. 60. Tt:lever， Geschichte des AlterthiJ.m気 1901.J3. IV日 664
Rury. ibirl II. 114・128 Be]och， a. a. O. S. 83， Swohoda， a. a. O.日.539・
Swob立rla.a. a. o. S. .541:彼等白楠民地は St.dtI亡しで、 Staat を意味せずo
Plut. Alexander r 5: AJexanderは七十市を建つ、 Droysen，a. a.υ. Il. II12・
s. 194， 195， 254・ 31) llotsford， tIelltniC Ii. r 4153， tilotz， ibid. P・332.
Boeckh， a. a. O. S. 501. 

27) 
28) 
29) 
30) 
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の
み
な
ら
十
母
国
の
闘
籍
を
も
併
せ
て
之
を
喪
失
せ
ゴ
る
を
得
ぎ
る
事
と
な
る
が
故
に
、
斯
か
る
危
険
を
胃
し
て

ま
で
も
向
ほ
土
地
の
分
配
合
受
け
ん
事
を
望
h
U
H
T
如
、
き
者
は
な
か
る
可
し
」
と
遁
べ
て
居
る
が
、
元
来
土
地
所
有
の

目
的
は
、
母
国
に
於
て
は
到
底
望
み
得
可
か
ら
引
き
る
経
済
上
及
世
曾
上
の
地
位
の
向
上
を
期
せ
る
が
潟
で
あ
っ
て
、

而
も
是
等
の
優
越
的
の
地
位
は
母
闘
に
於
て
葉
真
債
を
有
す
る
が
故
に
、
不
在
制
ク
v
b
y

ゥ
キ
ア
の
畿
生
又
は
配

蛍
地
定
着
の
強
制
の
如
き
事
が
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
岡
家
と
し
て
は
、

要
と
す
る
と
共
に
植
民
者
に
倒
防
上
の
任
務
を
負
は
し
め
た
る
が
故
に
、
営
然
市
民
樺
を
保
留
せ
し
め
な
け
れ
ば

ク
レ
ル
ウ
胃
イ

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
両
ー
す
る
に
柚
民
者
れ
ら
ん
土
す
る
市
民
は
、

一
部
市
民
の
闘
外
排
出
砂
一
必

市
民
植
を
離
脱
し
て
ま
で
も
之
そ
望
ま

同
家
自
身
に
ど
っ
て
は
利
縫
伝
失
ふ
事
と
な
る
ω
T
Jめ
る

υ

u外
地
ト
ト
於
て
ア
-7
、
不
市
民
た
る
ケ
槙
け
、
J

ア
ロ
ス
烏
に
於
け
忍
ア
-
ア
ネ
人
の
民
衆
(
〈
c-一向山

又
彼
等
が
市
氏
擁
を
火
ふ
時
は
、

-
中
大
敵
彼
等

ι21 
〉

p
g
m『

む
何
?
と
・
デ
ロ
ス
島
に
住
h
U
ア
ア
ネ
人
(
宮
内

〉門

}HEn-w
宅
市
}
円
}
】
巾
巴
町

}
2
5
4そ
c
r口
市
』
】
)

u

ミ

P
ナ
市
の
ア
ア
ネ
人

、}
J

ク

レ

ロ

ス

タ

レ

ル

ウ

胃

イ

ク

レ

ロ

イ

(
〉
壬

2
2
2
出
品
〉

5
5
)
等
と
帯
サ
ら
れ
に
も
の
で
あ
る
O
B

配
管
直
植
民
者
に
配
嘗
せ
ら
れ
た
土
地
は
、
国

J

i

‘
¥
 

α
 

家
よ
り
彼
等
に
貸
奥
し
た
る
も
の
で
彼
等
の
在
有
財
産
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
自
己
の
持
八
?
を
自
由
に
虞
分
す

る
権
利
な
〈
、
只
之
を
相
輯
し
て
使
用
し
得
る
に
止
ま
り
又
現
在
の
使
用
者
の
克
己
後
一
定
の
期
間
内
に
整
記
な

ク
レ
ル
ウ
ヲ
イ

き
昨
は
、
岡
家
的
手
に
之
を
耽
め
た
る
事
買
に
徴
す
る
も
、
植
民
者
は
箪
に
用
盆
構
を
有
し
て
所
有
権
を
有
し
な

か
っ
た
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。

削

ク

ν
ル
ワ
ク
ヲ

目
的
以
上
に
よ
り
植
民
の
目
的
の
奈
港
に
存
し
た
る
か
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

プ

Y
タ

1
ク

(
H
V
2
i
一
円
一
巾
師

タ
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

凶
::h: 

日
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III， S. 418. 39) 表を参照されたし。

Busol t I Gr. Gesch.ich te， 

33) 
34) 
35) 
37) 
3S) 



ク
レ
ル
ウ
キ
ア
に
就
い
て

凹
ヨ玉
凹

に
よ
れ
ば
「
ベ
η
ノ
ク
レ
ス
は
紀
元
前
四
四
七
年
以
来
、
植
民
事
業
に
依
っ
て
、
貧
民
を
救
助
し
、

ホ
ッ
プ
リ
ト

無
産
者
及
浮
浪
人
の
減
少
を
計
り
、
重
装
歩
兵
の
任
務
に
服
す
可
き
市
民
ぞ
増
加
せ
し
め
又
同
盟
地
域
に
謝
し
て

ク

ν
山
ウ
キ
ア
イ

ア
ア
ネ
の
震
に
強
固
な
る
根
波
地
を
設
定
し
得
た
。
而
し
て
之
が
震
に
植
民
地
の
主
た
る
創
立
者
と
し
て
彼
は

4
デ

l
モ
ス

多
大
の
人
望
を
牧
め
、
寡
頭
政
治
家
の
反
艶
に
脅
し
て
民
衆
の
聞
に
於
け
る
彼
の
地
位
を
安
全
に
保
読
す
る
事
が

出
来
た
。
」
換
言
せ
ぽ
.
ィ
、
支
配
権
の
確
保

取
揖

>< 

X
V内
H
J
1
)

三
世
曾
政
策
の
賀
行

コ
軍
事
的
服
務
の
向
上

一
、
人
心

等
mw
目
的
を
完
全
に
遣
す
る
事
を
符
大
。

一小口

論

以
上
私
は
現
代
の
植
民
(
円
。
一
白
己
主
な
る
語
の
起
源
と
考

?
h
る
ど
ア
一
ア
ン
請
の

h
J
4

・

帽

コ

〉

3
5

r、
く
h

〈

:
1
5

よ
り
一
兇
じ

棚
っ
て
希
臓
語
の
立
な
さ
H

町
長
に
就
て
研
究
せ
ん
と
し
て
、
営
時
の
音
。
~NA
な
る
語
が
移
民
的
の
活
動
を
表
示
す

る
も
の
な
る
事
を
明
か
に
し
、
轄
じ
て

E
2
0
E円
F
Z
が
唱
。
一
r
g
b
T
修
正
補
足
し
て
費
生
せ
ゴ
る
を
得
な
か
っ

ク

ν山

W

ウ
ケ
ヲ

に
所
以
を
、
主
と
し
て
ア
ア
ヰ
の
吐
曾
鑓
革
の
要
求
に
求
め
、
更
に
植
民
を
分
類
し
て
在
住
制
及
不
在
制
の
二

と
し
ア
ポ
イ
キ
ア
と
は
在
住
制
グ
レ

Y
ゥ
キ
ア
及
び
不
在
制
ク

V

Y
ゥ
キ
ア
と
の
聞
係
を
考
察
し
て
、
希
鵬
時
代

に
於
け
る
是
等
各
種
の
移
植
民
的
活
動
に
闘
す
る
史
的
後
展
の
跡
を
探
究
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
(
終
)

植
民
指
導
(
。
一
「
宮
)
と
は
貴
族
又
は
有
力
者
の
一
人
に
し
て
移
住
地
(
ア
ポ
イ
キ
ア
並
グ
レ

Y
ゥ
キ
ア
)
の
設

立
を
な
す
者
を
云
ふ
。
其
樺
能
と
し
て
、
移
植
民
の
出
後
期
の
決
定
、
参
加
者
の
選
定
、
母
子
園
聞
の
闘
係
の
決

定
、
新
移
住
地
に
於
げ
る
各
員
の
地
位
・
土
地
の
配
分
・
母
市
に
則
れ
る
政
府
及
宗
敢
の
組
織
等
を
掌
h
、
葉
の

同
特
使
は
お
が
と
し
て
の
霊
慨
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Cambridg~. Ancient H. Vol. V. P・97・
ygl. BeloCh. a. a. O. S. 81. Meyer.-a. a. 0" 1¥1'. 5" 19. Schu1thes. a. a. O. 
S.829・ 42) Buso1t. gr. GeschichtιII. S. 269.. 
Epimelet..l. (アテネが、同盟麗領地及本来の Klerouchiaに源遣せし地方長官
名にして、先唱をの職務は財政的なるも白な目しも、後には司法櫨をも伺品。
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KJerosなる語には、配営 (L05) と並びて、相J械 (Erbteil，das Ero)なる意味
あり 0 ・
じlotz..ibid. P・ 344，Swob，'da， a. a. O. S. 538. (;il.be1'l. JI. S. 402. 
l{eloch. a. a. O. S. 81. Bu.oJt. Gr. G. 1 ι~:ì. 44，5， Grote， ibid. ]V 97・
Meyer. a. a. O. IV. S. 19. Schulthes. a. a. O. S. 815， 825. Swoboda. a. a. 
O. S. 539・
ア Pストテレス〈原詩)33， Holm. a. a. O. lf 565; -~ロポネスス戦争中、在
住制.Klerouchia な渇 Oreos 市を除きでは、，~ Euboea烏が、スパノレタ D 手
に蹄した。又 Grole.(V 274)を見よ。
Arislophanes. Cloud. 200' 210. (Leol>. c. 1.)， 180eckh. a. ;1. O. S・5C)2・
Gilb~rt. a. a. O. Jl. S・400.()ehler. a. a. O. S. 2825 .. 
Hdt. VI. 38， Thuk. V. 11 Bu.olt. Gr. G. II ". 317・

64) 

65) 
66) 

67) 

68) 
69) 
70) 

Beloch 8]・ 431 B. C には全市民 .(Kleruchoiをも含む)45，0∞人中、 Kleruchoi
は 7，500-8，500人、 352B市 C.には、 At1i<:a現住市民(蹄圃せる Kieruchoi
をも含む)30，000人中、現地に在る Kleruchoi は IO~向。人なり。

Meyer IV 21・ 451ー-431B. C.間に o，ooo)，..z主 Kょe:ruchoiとしで排出した。
Gilbert 1 504・ 460-410 B. C まで約 10，000Klerl.lchoIが凶外れこ出た。
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